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号外 京大広報

文学部博物館の歴史と現在

京郎常国大学が創設され たのはP397年 （明治

30）のことであった。その当H寺から，やがて開設

される文科大学に博物館を世くとの桃怨があり，

初代総長木 F広次のもとで，各純の資料の収集が

はじまっていた。

このころ，明治維新以来続いた欧化一辺倒の風

潮への反省から，わが国の伝統的文化や社会的現

実に限を向けようとする動向が生まれていた。前

近代におけーる文化の中心であった近畿地方に新し

くできた大学として，地域の'.ti
料を収集 ・研究することは，大

学の（r:｛正］！日由にかかわる課題と

もとらえら~1.ていた。

1907年 （明治40)9月の文H

大学！と学科のIJfl設に先立ち．同

年5月史料編纂官であった三llfl

周行に 「凶史材料の鬼集」が嘱

託された。これが公的な芯：味で

の収集活動の開始とし、える。三

rillは，精力（i'-.Jな採訪 ・調子fを行

い， 31年 （昭和I6) jJij Iと出土品

人材をうみだす母)J台となった。

収蔵'.ti料は，｜叫史 ・考古学同教室のほか，j也J'1¥
及び美学長術史学をふくむ4教宅をrf-1心に収集が

統：ナられ，今II，総数30万点以ヒに述している。

L、ずれも，大学の研究教育に奉仕することを第一

義とし，ぞれとの密接な結びつきのもとに集めら

れたもので，わが国では最古の，かつほとんど例

のない，大学博物館の活動を1jってきた。

しかし，そのlitliMlが内外に認識されるにともな

い，事実lての管JIJI.が講座に任さ

れてきたことの限界も11立ち始

め，文学部では，1955年博物館

相当施設の指定を受けー，（jj¥J勾に

迎＇）；｝；委員会を置き， 59iJ工｜泌列館

を博物館と改仲，組織のJl｝編に

お手した。その 目的は大学博物

館としての制度をととのえ，機

能を卜全に発押させることにあ

－－
wfc
hi
け

k
t

・－
った。

ところが，前党な出動によっ

て単くからill物の狭除化がl嘆か

1.1＇の教授を退官する主でに ，2 れていたのに｝Jllえ，ここにいた
三角縁三神五獣鏡 鏡背の鎚をめく、る主要

万点をこえる古文丹 ・古屯3誌を り老桁化が，良重な資料の保存
" な文係が3科J5 ！＇決からなることを示し， Jili~ド

!tめた。 時の1、が主主る。京都総井大阪山古川出土。 にとって放置しえないまでに進
方，わが｜司紋初の巧古学講 行してきた。このため，まず改

住創設の任を帯び，イギ リスにWI学， へトリーに

学んだ出田耕作は，出f~jlil後191611二（大正5）講座

をi泊』没，翌年から近畿以西各地の学術的発抗TIをつ

ぎつぎに手がけた。その足跡は1;iJJ鮮 ・中国におよ

び，当II与，東アジアのこの分肘におけーゐほとんと

II住ーの学術的1ド心として，多彩な活動を続けもた。

その収集品は，文字どおり ｜｜木考古学の発注史を

示すものとなっている。

191 1年 （大正3）標本｜泌列のための建物が（まじ

めてill，没され， 陳列館と名づけーられた。現丘の旧

館且二u'Li部分にあたる。その後， 1923年， 2i1f'.' 29 

年 （昭和4）と 3次にわたる増築をへて，1'"1廊形

式のrJJJ定をもっ美しい建築が完成した。史学科の

全教室と ，哲学科の美学夫術史学教室の一部がこ

こに入り ，陳列館はこれら学問分肝の研究教育隙

として， 京大史学の伝統をかたちづく り，幾多の

築を二1、ぐニととし，このたびの｜別館となったので

ある。

昨年 7JJ 峻仁した新館は 41府主~て (J也ド 1 附機

械室），IR飢の西と」ヒの部分を解体し， 周辺を技

術してillてられた。東大路によ関をIJIJき， 1 • 2 

｜併の総合展ぷ宝と金回展示室は一般公IJ刊を予定

し， 3附の講演室では公開講座1も計岡されてい

る。ベとれ以外のi{fl分は， 収械室のほか，土総・木

器などの処fill室，，J1文書 ・地図などの工作宝，各

研究展示本，研究室，吉郎などからなり， 旧館の

美術資料引 ・ 考古学工作室 ・ 古文書室 ・ ↑i'T 仮処J~I!

引などとともに，研究教育棟として，｜λl外の専門

分担？の研究者 ・乍生の利用にwされる。
文学部では，学部の研究教育を保持しながら，

共同利川施設として活用してい く方策を検討中で

ある。 fキ（立のご~；妓とご鞭縫を l頼っている。

-376ー



京大広報 1987. 11. 1 

開館記念展示

京都大学文学部博物館のIJ月館を記念して特別展

「日本の小の京都」がはじまる。展示されている

のは，ごく一部に学外からの出品もまじっている

が大部分は文学部副史研究室，附属図。I：｝館の古文

内・古記録の優品を中心として，人文j也Fil学 ・美

学美術史学研究室．法学部，経済学部の収l設品な

いし寄託品からなっていゐ。

京都は長い間， iミl本の11コ心であり，［｜本の政

治，経済，文化は京部を駒hにして綻回していた。

時代H年代に京郎文化があり， J?:ffllの経済システム
があり，京都の政策と政治があった。わが大学ヵ、

みずからの学問形成を始めるよりもはるかに先駆

けて，京ffllは長い文化の歴史を持ち，それが京郎

大学成，・／の前提をなしたのであった。さし、オメ、京

郡大学には京郎の熊山と文化を詰る貴重な史料が

多数蔵されている。今回の展示を機に，京都の持

つ多方而にわたる歴史の跡を振り返り ，京円IIのJ1f

史と学聞のTI.味を問うてみるのも有立Jをなことで

あろう。

会場の入り u近く ，まず目につくところに「杉

横目の扇」（壬生家伝来）がある。杉の木目を波

に見たてて海浜の風景を1-i'liし、たもので，王朝文化

の粋を示す優先な扇である。王朝の公家文化にか

図｜）も興味を芯くであろう。

~t闘領土tであった天皇家 ・ 公家の所符i文：I｝ も並

べられる。後白河上東以来天皇家，とくに北1:iJJ1J

に伝来された天皇家管lの荘同目録として有名な
らよ ，こ「 令りよ当

「長 講＂t・領目録J（島国家文,in や勧修寺家の
所領を／｝きヒげた 「術l遺言条 A」なども見務とせ

ない。 ［教E護｜司寺文.MJ C重文）からは15世紀伊I'

附川の航路変更を示す絵図をならへた。帆Jt「が京
と田舎をti：来するさまをt1'/iいている。

中世京都の庶民生活にかかわる「六角供御人」

の文書は琵琶湖畔に院λ，天皇へのポ仕のかたわ

ら京都六角に店舗を防えて琵琶1/i!Jilf-'.ノl:::f:れを商い，

,1,( 1日r~の販売~~ tr1iを行った商人の史料で，京都商業

の源流をかたるもの。その真イfうをめぐる長い論＇f争
lよrl，世商業史研究の歴史そのものである。

鎌f;・室II可とH与代がたつにつれて，京都にも武

家の支配が強くおよび，江戸時代には二条城と所

司代板f;などの支配となる。京部の人「lも噌え，

都市改造も進展する。中世から近世にかけての地
し，，つがいしょ今

図如、（「折芥抄」，「元禄京絵図」など大工頭の中

井家に伝来 附属図苫館）など各時期の京仰の地

図が並べられている。 i忠臣秀吉がめぐらしたお土
お ど い

病については「御土居絵図」が， fi1:t守了以開轄の高

一園内、
e
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大御記 i ’ 1i 1if上•；lの近臣藤原為if} (1049ー 1115）の日記。平安時代民族の数

少なし、｜’l本日記としてn重。院政初IUJの政治状況をくわしく記している。
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瀬川については 「高級川絵図」もならべられる。

近世初頭の公家文化の復興ぶりは「f下中行事図
ゐん；二今；こっそ

肝風」に見えるが，中院！ml勝 「眠江入佐」（源氏
物語注釈）が学問の世界を伝え，同家の文書非•ij\•

持ち出しの「笈」 も注目をひく。また「治中浴外

図扉風」 と「平壌国扉風」の比較は興味深し、。

江戸時代の町の生活と仕組みは「三条衣棚町文

苫」に示される。 町が11)1］定した人々の生活と営業

を保証するための「~IJ式目 （規約）」 が並ぶ。

教科：！？でおなじみの「マリア十五玄珪図I（茨

木市，）京｜五家で発見）は！-r.母マ リアの生涯を15の
絵図で示し，西洋文明との出会し、を語る。旧隊列

館の入り口の所にあった「キリシタン墓碑」も一

緒に展示される。それぞれ南蛮人風俗と FRCO

（フランシスコ）のローマ字紋章が揃カ通れた二つ

の鞍も前白L、。キリシタン文化はl::J～16世紀の大

航海II寺代の波に乗って 日本へ到来した。地Filの研

究室が出品した東地中海の「ボルトラーノ海岡」

は羊皮紙製。］I)世紀末の「イタリア製地球儀」は

まだ南半球に「未知の南方大陸」を指iくのだが，

ヨーロッ パの商人たちはこのような地球儀をたよ

りに東洋への進出をはかったのであった。最後は

「竹峨堂」関係を中心に，明治維新と京都を語る

資料。吉田松陰と品川弥二郎の木像が並ぶ。

屯要文化財 12点を含めて総点数 117，古文書な

ど長期の展示に堪えなし、ため，展示替えを行う。

これだけの史料を殆ど独力で出せるのは，長年の

蒐:1¥の版物である。

各資料部門の紹介

舟の絵のある弥生土器 Ji!・をこぐ人物と水禽を線刻で表わして

ある。この絵がよく凡えるように，口縁部は欠けたままにして

ある。奈良田原本町唐古遺跡出土。

。。
勾

t
q
d
 

考古資料部門

本館収械の考古資料は，実物の資料

だけで30万点を越す膨大なコレクショ

ンであり ，国宝 l件，重要文化財2件

を含んでいる。その内容は，日本，朝

鮮，中国の各時代の資料はもとより ，

インド，エジプ ト，ヨーロッ パ，ア メ

リカなと’世界各地にわたり，海外との

学術交流によってもたらされた資料も

if（要な一部である。また，Il¥土地の明

らかな資料の多いこ とも特色の一つで

あり ，その＇／'f京には考古学教室を中心

に行われた学術的な発侃調査による出

七111古が，l波誠資料の主体を占めている

という事怖がある。そのため，比較研

究の基礎資料として，今Hでも多くの

研究者によって利用されている。

今回の一般公聞においては，収政資

料のなかから，学史的に'Ii要なもの，

）際史を学ぶ上で基準となるものを選択

して， 1附の第一総合展示室に陳列し

た。まず円本の7片代文化の発達を，い

くつかのテーマについて旧石探時代か

ら条良時代まで順次配列し， ついでそ
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の発達に大きな影響を与えた中国及び朝鮮半島に

おける古代文化の遺物を，I]:;jζのそれと比較でき

るように、政べてある。

く制文II与代の北白｝｜｜〕の泣物は，その箱1!11が木

学構内にも及ぶ追跡、からH：＼土したもので，1934年

の発婦であるが，これらの土擦につし、て繰返し詳

細な検討が行われて，近畿地方の前期制文文化編

年の基準となっている。左に滋賀里遺跡の 〔縄文

時代晩期の土法〕を並べ， 〔唐古遺跡と111：生文化〉

への移行WJを説明する。
1937年に行われた唐古遺跡、の発掘によって，木

製農具や炭化米が出土し，。p］＼生文化が稲作農耕を

基盤とすることが確定的となった。普通の遺跡で

は残りにくい木器が大量に発見されて，弥生時代

像を大き くかえた。その」二， 唐古遺跡の調査とそ

の報告書は，以降の弥生文化研究の基礎となった

もので，百余点の重要文化財を含んでいる。一

方，九州では似生文化が，とくに墓制において異

なることを，：須玖岡本遺跡の喜怒梓；主主〕で示し，

大陸から輸入された銅剣lや銅鋭を陳列する。この

遺跡から出土した1llii免時代の中国鋭は，弥生時代

における北九州と大陀との交渉を示すばか りでな

く，弥生H寺代の実年代を知る司主要な証拠でもある。

次に本研究室の主要な研究分野の一つであった

〔鏡と前知］古げt〕について，降井大塚山古tJt，一

景山銚子塚古J:J'.t，向日丘陵のl前期古田などの出土

品を陳列。このなかに問題の三角縁－；：q1！＇決鋭があ

る。これは周縁の断而が三角形に突出している特

徴に着目して名付けられた一群の鏡で，邪馬台l±I

の女王卑タj¥11子が貌王朝から下賜された銅鋭百枚は

この種の鏡であるが，中間からはまだ発見されて

いなし、。この事実をめぐって中国の工人による 日

本での製作説なと，さまざまな解釈が出されてい

る。三ft1t：柔和JI＼状鏡には同じ鋳型で作られた鏡の多

し、ことも特徴で，北九州から関東まで分布する。

このことは大和王権から舶載鋭を各地の首長に分

ケし，政治的関係を優位のうちに保持しようとし

ていたことを示すものである。

続L 、 て ~ .i\:;J-1.; ・ ,1, 1うよL と 小後Wl古m〕 で武J~の発

迷と .I:！~J ~の i,lf. 入を示し，占与’tか ら 出土する一折 1'11'1

については帆稲何1I11言明の例によって，後期古tj't

の構造はイヨ舞台古tftの模型を斤jL、て示す。Liに姐
＂さの

って 〔古代寺院と境基〕と題して， 壬可野；＇pのify)f象

童子｛象 物像で，F子薩形，事JI王形などととも

にJ:(~跡から出七した。 滋賀竜王町勺野寺跡。

せんA：っ
と風鍔，夏見廃寺の埠仏を並べ，屋瓦の変遷によ

って古代寺院研究の編年的基礎を示す。そして伝

統的な形式である木桁墓として，同守三の西野山古

来出土品を並．ベ， 仏教に伴なって新しくもたらさ

れた火葬基として，重要文化財である北米谷の’持－

J泌総を陳列する。

償田耕作教授は，東アジア古代文化の流れの角平

明に向けて，中凶東北地方における先史文化の研

究にも先鞭をつけ，研究室の研究分野として継承
Sょうしよう

された。 中｜司の仰部文化に併行する彩陶系の土器

と石探，竜山文化の児陶と玉器，殿前期に併行す

る出土品を並べて， 中国東北地方における先史文

化の発達を示す。この文化の流れは，朝鮮半島を

へて 日本にも伝わっている。本博物館に中国及び

朝鮮の資料が多いことも特色の一つで，そのなか
めいさ

から股嘘出土品と， m代から唐代にいたる明器と
陶伺を中心に陳列してあり ，朝鮮半島では三国時

b せん

代高句麗 ・百済 ・新羅及び統一H、？代新羅の瓦主導類

を小心に陳列してある。

以後のケースは 〔j貧困教綬とペトリー 先生1

で， 本学考1fJ学講座の創設にあたって積田耕作教

股が考古学の方法を学んだロ ントーン大学エジプト

学教段 W.M.Flinders Petrie 博士と関連する造

物を示す。日本の博物館のなかで，木学のエジプ

トコレクションは有数のものである。
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歴史資料部門

国史研究室収集の古文書 ・古記録

・絵画 ・器物 ・民俗資料を中心に，

東洋史 ・現代史両研究室収集の諸資

料からなる。

国史関係の資料は，古文書等の原

本だけで優に5万点を越えている。

戦後は，小禁固淳 ・赤松俊秀両教授

在任中に鎌倉時代の漁村史料として

貴重な若狭園田烏浦の秦家文書と過
しょぜんき ひや〈ごう

書船旗，有名な東寺百合文書と一体

をなす教王護国寺文書，藤原氏の分
かじゅうじ

流勧修寺家旧蔵の全文書 ・記録の収

蔵をみたことが特記される。いずれ

も，そのうちの主なものが重要文化

財に指定されている。

このほか，東大寺 ・同法華堂，興

槙寺一乗院，春日大社大東家，松尾

月読社などの寺社関係文書，公家で
伝かのいん

は，中院 ・壬生 ・平松の諸家，武家

では，駿河伊達 ・和泉淡輪 ・常陸畑

田の各氏の文書 ・記録など，全体に

中世文書が多L、が，近世のものとし

ては，水戸徳川家の「大日本史編纂

記録」のほか，大洲 ・臼杵 ・府内 ・

宮津などの諸藩記録，琉球関係資料

マリア十五玄義図 1920年（大正9）次木市下苦手jの出家で，
竹間に納め機木に示品、つけられているのを発見。笠IOマリ アの
生花を，鯨；び ・悲しみ ・栄光の各五玄義（ミステリオ）図でti'11i
く。 下右はザピ．エノレ，左はロヨ ラ。

もあり，富田林杉山家文書をはじめとする庄屋文

書以下，農漁村，鉱山 ・商工業関係の史料も多

い。近代では，明治初期の外交官吉田清成の旧蔵

文書が学会の注目するところとなっている。

文書以外では，キリシタ ン史料としてのマリア

十五玄義図が著名であり，大友宗麟所用と伝える

ローマ字紋章入り鞍，中院家古今伝授笈などが興

味ふかく，近世の肖像画や民俗資料にも逸品が少

なくなし、。

現代史教室収集資料としては，原敬文書他があ
ト尾フアy

り，東洋史関係では，吐－~~番出土のウイク’ノレ文マ
ニ教徒祈願文 ・度陵壁画 ・チンギス汗1¥'l旨ltW・西

こうめい

夏文芸彦厳経 ・清朝諮命など， iを1重な資料がl収比さ

れている。

本部門では，これら資料の整埋と研究をさらに

進め，その成果を刊行し，あるいは展示に反映さ

せてLべ予定であるが，文書 ・記録 ・絵阿など，

脆く，痛みやすいものが多いので，展示の場合，

同一資料を長期間置くことができず，頻繁な展示

持えを必要とすることを御了解いただきたし、。

地図・民族資料部門

地図 ・民族資料の収集は，わが国最初の地.fl..11学

講座として， 1907年 （明治40) 5月に旧史学地主R

学講座が創設されると同時に開始された。ことに

翌年小川琢治教綬が着任するにおよんで，収集活

動は木村？化した。以後，資料収史ーはlf-実に進めら
れ ， 今 LI ではわか、 ｜司諸大学の •＝l:t ではm一級のコレ

クションを収泌するにいたっている。

本部門は，大きく民抜資料，古地図 ・古地球儀

及び近代地図の3つに分けーられる。民族資料は3

階の地図 ・民族資料研究展示室に，古j也図 ・古地

-380ー



京大広 報 1987. 11. 1 

紙製ボルトラーノなどがあ

り，し、ずれもわが国では類

品の少ない貴重なものであ

る。また，古地図帖類のフ

ァク シミリ 版の収集も進め

ており ，地図史 ・地理学史

研究に大きく資している。

ポルトラーノ海図 ポノレトラー／は地中海世界に羅針盤が伝機してから作ら
れた独特の海図。図上の各所に設けられた方位鍛から航路の方角をよみとる。
羊皮紙製 15世紀

近代地図の収集も活発に

行われ，とりわけ，講座創

設時に一括寄贈を受けた2

万分のl地形図や各種の海

図・地質図などは貴重なコ

レクションとなっている。

これ以後も地形図をはじ

め，各種の主題図類や，空

中写真の収集に努力してし、

る。

jぷ儀は411trの古地図 ・古地誌収械室に，近代地図

は同じく 4附の地理作業室に収桜されてし、る。

まず，民政資料はアジア ・アフリカの名j也にお

よぶが，第二次位界大l阪を境にして生の収集；lむj成

をY4にしている。大戦1lliの将米川は， 1I1IJil大附，

fr何， ！~）］鮮半島， サハリンのほか， ミクロネシ

ア，j ャワ ，カ リマンタンなど点｜羽アシア品興部

の民族資料を主としている。これに対して，大ipj<;

後の収集品は， 1959年以降数次にわた司て実施さ

れたイラン ・アプカニスタン ・ハキスタン学術調

査隊の将来品のほか，アフリカ ・トン カ諸島など

の民族資料を含んでいる。

古地図 ・古地球儀l主，本部門資料の中心を

なすものである。1673年（延宝 6）干ljの「日

本図」，石川流宣の「木朝図鑑網目」，！恩諮の
＇•んせん。しゅ勺ばA こ〈しょ sかのず

「南fl管部洲万国掌菓之図J，高僑景保の「新

訂万圃全国」など，わが同古地図史上著名な

ものを多く 収脱してい る。このほか，中l"iil

図 ・凶絵図 ・町絵図など各係の古地図を網縦

している。ζれら和伐の古地図については，

すでに193」・37年 （I昭和9・I'2) fl］の「地則

論叢」 3 ・ 5 ・ 9 輯に所械目録が分！~されてい

る。一方ヨ ーロッハ関係では， 南半球に 「木

知の南方大陸」を附く16世紀末のイタリア製

市地球儀や， 現イ正の海図の前身にあたる手皮

美術資料部門

美学美術史学講座が保管している作品のうち最

も重要なものは，「たなばた」「文正」「蓬来物語」

など 6!iii計1-:lfffiの朱良絵本である。室町時代後半

からl五く流布した組材を扱っており ，製作年代は

江戸時代初期であるが，構図 ・モチーフは15世紀

の作f山こまで遡ることができ，美術史的にも資料

的価値の高い作品である。その他，大英博物館 ・

ベルリン国立博物館収蔵の中国敦爆や新彊省で発

見された壁画の模写，平等院扉絵を始めとする日

本古代絵画の模写など，美術史研究のうえで貴重

な資料が数多く収蔵されてし、る。

「TこなばTこ」 下仰の1図，紙本着色
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建物と観覧の案内

博物館は， 1914年 （大正3）にできた旧館と，

1986年（昭和61）竣工の新館とからなっている。

旧館は武田五一教綬の設計，完成当時その優美を

うたわれた｝！！~裂で、あり ，新館設計 （川崎消教授の

指導）にさいしては，デザイン

のモチーフを旧館の延長 ・展開

とするよう配慮，屋根 ・破風 ・

換気孔 ・窓 ・壁面等の形態に連

続性がみられる。

新館は地域社会に公IJ討される

ことをめざし，東大路に玄関を

/Jf］＼，、ている。このため，おもく

るしし、石垣を破り．アカデミッ

クな深みを持ちながらも， 明る

し、空間をつくりだすよう志殺さ

れている。また，博物館にとっ

て大切な収級品と展示物の保存
2階略図

をはかるため，できるだけ外部

可争

事
務
室

－－

E
E
E
E
E
4
 

「十’’’’」

ー
し
一

卜

＋

口

－

1階略図

入口

建築規模

新館姐築1mH1 1,330.31112 

延休l節約 5, 090. 7 m' 

1円館保存部分延床1甑fi'i1, 464. Om' 

指入庫 ・考古資料処理室他

r・4守司

: j_ ＿＿ー←＿＿J i 
I 第1総合展示室

i （考古資料）

＇－－圃・・・ーー酔・・ 園町由＿＿... 

ーー・4・』ーーーーーー・「
石棺展示 . 

ーー・4

からの熱を避けるよう，外観 ・

桃造ばかりでな〈， 材質や色に

ついても細心の注立が払われて

いる。

公開部分

1階 ロビー，石館展示室，

第一総合展示室（考古資料）

2階 ロビー，企画展示室，

第二地合展示室（歴史 ・地

理 ・美術資料）

3階講演室（公開講座等）

上記の部分以外は，研究教育棟として，学部 ・

大学院及び専門分野の研究教育に専用し， 一般に

は公開していない。

開館日・開館時間

般公｜）日は， ;{iと・欧各2か月間の予定。 （この

たひの開館記念展示は， 1I fl l I」からは月191::1ま

で）。

期間中は，毎週月｜げ1！～金11/tlは午前9ll.'f30分かb

午後4時30分まで。土｜凶！は午前911寺30分から正午

まで。日llM・祝円は休館。

京都大学の教職員 ・ 学生は，公／Jl~期間中，身分

証明書 ・学生証を提示のうえ，人館できる。

収蔵室他

吹抜

第2総合展示室
（歴史・地理・美術資料）

新館延ば附i存iの部門 ~ljjl-J,J(

展示 789. 6nl (15. 5%) 

l収j後 845. lnl (16.6%) 

研究教育 1, 4 7」.3 m2 (29. 0%) 

→Fービス 」l). 2nl ( 8. 0%) 

管Jli! 176.0m' ( 3.S%) 

その他 I, 39」.7 m' (27. 4%) 

正面玄関の門標，ロビーの胸像

土；闘の「京郎大γ－文学部博物館」の宇は，iMr対
内l族l}C.次郎防土の，Ifより－＊’Iニしたもの。
ロビーにi置かれた胸像は，文学部史学科の創：没

符IJ'Jr日銀松博 l：である。
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